
この すいた市議会だより は 万 部作成し、１部当たりの単価（配布費用を含む）は 円です。

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
案
、
補
正
予
算
案
な
ど
の
う

ち
、
主
な
議
案
に
つ
い
て
、
審
査
し
た
内
容
の
一
部
（
主
な
質

疑
項
目
、
意
見
の
概
要
）
を
お
伝
え
し
ま
す
。

監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
公
認
会
計
士
等
の
専
門
家
を
選
任

す
べ
き
と
指
摘
し
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
改
革
に

取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
理
由

○
現
在
の
定
数
の
ま
ま
で
の
専
門
性

の
向
上

○
新
た
に
選
任
す
る
委
員
の
任
期
及

び
勤
務
形
態

反
対
意
見
の
概
要

専
門
家
の
選
任
に
は
賛
成
だ
が
、

定
数
増
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も

現
在
の
と
こ
ろ
突
出
し
て
お
り
、
財

政
面
で
も
報
酬
が
月

万
５
０
０
０

円
掛
か
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
現
在

の
元
議
員
の
委
員
任
期
が
満
了
す
る

平
成

年（
２
０
０
８
年
）
月

日

を
待
っ
て
、
専
門
家
を
選
任
す
る
こ

と
が
妥
当
で
あ
り
、同
意
で
き
な
い
。

市
税
条
例
の
一
部
改
正
及
び
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
市
民
が
不
安
を
抱
く
こ
と
の
な

い
、
明
確
な
基
準
に
基
づ
い
た
手

数
料
等
の
改
定

○
証
明
等
事
務
手
数
料
を
受
益
者
負

担
と
し
て
改
定
す
る
妥
当
性

○
証
明
等
事
務
手
数
料
等
の
改
定
率

に
違
い
の
あ
る
理
由

○
市
税
滞
納
時
に
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
る
中
で
の
、
督
促
手
数
料
徴
収

の
必
要
性

○
住
民
票
の
写
し
の
交
付
事
務
手
数

料
等
を
据
え
置
い
た
理
由

反
対
意
見
の
概
要

１

税
金
を
滞
納
し
た
際
に
は
高

利
の
延
滞
金
を
納
め
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
受
益
者
負
担
の
方
針
で

市
税
の
督
促
手
数
料
を
値
上
げ
す
る

の
は
全
く
の
筋
違
い
で
あ
り
、
道
理

の
無
い
値
上
げ
案
に
は
反
対
す
る
。

２

今
回
の
手
数
料
等
の
値
上
げ

は
市
民
全
体
へ
の
負
担
増
で
あ
り
、

値
上
げ
理
由
で
あ
る
負
担
の
公
平
性

と
い
う
観
点
で
は
説
明
で
き
な
い
。

ま
た
、
増
税
等
に
よ
り
昨
年
度
は

増
収
と
な
っ
た
こ
と
や
大
型
開
発
等

に
つ
い
て
の
精
査
が
全
く
不
十
分
な

こ
と
か
ら
も
値
上
げ
は
道
理
が
無

く
、
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
危

惧
の
念
を
表
明
し
反
対
す
る
。

市
立
学
校
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
北
千
里
小
学
校
及
び
受
入
先
小
学

校
の
学
級
数
の
現
状

○
北
千
里
小
学
校
廃
校
の
理
由

○
受
入
先
小
学
校
の
校
舎
建
て

替
え
も
視
野
に
入
れ
た
大
規

模
改
修
の
必
要
性

意
見
の
概
要

１

北
千
里
小
学
校
の
統
廃

合
問
題
は
、
老
朽
化
し
た
青
山

台
小
学
校
の
建
て
替
え
も
含
め
、

新
た
な
小
学
校
で
ス
タ
ー
ト
で

き
る
こ
と
が
地
域
の
強
い
要
望

で
あ
る
。
教
育
環
境
整
備
協
議

会
の
意
見
も
十
分
取
り
入
れ
、

適
切
に
対
処
す
る
よ
う
求
め
る
。

２

本
条
例
に
よ
り
、
一
住

区
一
小
学
校
が
実
現
さ
れ
る
。
青
山

台
小
学
校
と
古
江
台
小
学
校
が
そ
れ

ぞ
れ
、
地
域
と
の
連
携
を
更
に
強
固

に
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
の
指

導
に
期
待
す
る
。

両
校
校
舎
の
深
刻
な
老
朽
化
、
管

理
棟
と
児
童
棟
が
離
れ
て
い
る
校
舎

配
置
な
ど
、
安
全
確
保
の
観
点
か
ら

も
校
舎
の
抜
本
的
改
修
が
必
要
で
あ

る
が
、
補
修
に
よ
る
対
応
は
限
界
に

来
て
お
り
、建
て
替
え
の
方
が
良
い
。

在
校
途
中
に
違
う
学
校
に
通
う
こ

と
に
な
る
児
童
の
心
の
ケ
ア
が
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
両
校
校
舎
の
建
て

替
え
は
子
供
た
ち
、
保
護
者
、
地
域

の
住
民
の
強
い
願
い
で
あ
る
。
是
非

実
現
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
国
民
年
金
相
談
業
務
に
係
る
機
器

の
更
新
事
由

○
北
千
里
市
民
体
育
館
第
２
体
育
室

の
現
状
及
び
害
虫
被
害
が
生
じ
た

経
過

○
他
の
体
育
館
も
含
め
、
今
後
の
対

応
策

北千里小学校北千里小学校

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
及
び
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
昨
年
度
の
督
促
状
の
発
送
件
数
、

必
要
経
費
及
び
手
数
料
収
入
額

○
督
促
を
行
う
法
的
根
拠

賛
成
意
見
の
概
要

介
護
保
険
料
の
督
促
は
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
と
比
べ
て
倍
以
上
の
人

件
費
が
掛
か
っ
て
い
る
。
更
に
経
費

の
削
減
、
縮
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

反
対
意
見
の
概
要

行
財
政
事
務
の
効
率
が
悪
い
。
ま

た
、市
民
生
活
が
大
変
厳
し
い
中
で
、

督
促
の
意
義
は
認
め
る
が
、
今
回
の

値
上
げ
に
は
反
対
で
あ
る
。

医
療
に
伴
う
排
出
物
等
処
理
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
並
び
に

廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
委
託
業
者
が
医
療
排
出
物
等
を
適

正
に
処
理
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
の
追
跡
調
査
の
実
施

○
一
般
廃
棄
物
処
分
手
数
料
が
北
摂

各
市
と
比
較
し
て
低
い
額
と
な
ら

な
い
よ
う
な
手
数
料
の
改
定

○
業
者
等
が
手
数
料
の
値
上
げ
分
を

市
民
や
中
小
業
者
な
ど
に
転
嫁
し

な
い
よ
う
な
指
導
の
必
要
性

○
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
分
経
費

の
実
費
分
を
事
業
者
に
負
担
さ
せ

る
必
要
性

意
見
の
概
要

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
分
経
費

を
事
業
者
に
す
べ
て
負
担
さ
せ
る
よ

う
、今
後
速
や
か
に
改
定
さ
れ
た
い
。

病
院
事
業
の
設
置
等
条
例
の
一

部
改
正

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
周
辺
地
域
か
ら
の
患
者
が
多
い
中

で
、
初
診
料
加
算
金
を
倍
額
の
２

０
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
必
要
性

○
わ
ず
か
な
増
収
に
し
か
な
ら
な
い

加
算
金
の
引
上
げ
を
行
う
理
由

○
近
隣
の
公
立
病
院
に
お
け
る
加
算

金
引
上
げ
の
患
者
数
へ
の
影
響

○
加
算
金
の
段
階
的
引
上
げ
の
検
討

○
加
算
金
改
定
に
よ
る
急
性
期
病
院

と
し
て
の
役
割
の
明
確
化

○
紹
介
状
持
参
率
６
割
を
目
標
と
す

る
市
民
病
院
の
経
営
の
方
向
性

※
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、

初
診
料
加
算
金
の
額
に
関
し
て
、
理

事
者
か
ら
１
５
０
０
円
と
す
る
原
案

の
一
部
修
正
案
が
出
さ
れ
、
委
員
会

は
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

一般廃棄物の搬入（北工場）一般廃棄物の搬入（北工場）

安
威
川
、
淀
川
右
岸
流
域
下
水

道
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
関

す
る
協
議
並
び
に
同
組
合
の
解

散
及
び
財
産
処
分
に
関
す
る
協

議

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
組
合
議
会
廃
止
後
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
体
制
と
市
議
会
代
表
の
参
加
の

有
無

○
新
設
さ
れ
る
流
域
下
水
道
協
議
会

等
に
よ
る
迅
速
で
円
滑
な
事
務
の

承
継
の
必
要
性

○
本
市
の
下
水
道
事
業
の
将
来
を
見

据
え
た
協
議
の
必
要
性

賛
成
意
見
の
概
要

こ
れ
以
上
自
前
で
公
共
下
水
道
事

業
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
大
変
困
難

で
あ
る
と
い
っ
た
本
市
の
事
情
も
勘

案
し
た
上
で
、
事
業
面
に
お
い
て
こ

れ
か
ら
も
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と

を
条
件
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
い
。

反
対
意
見
の
概
要

安
威
川
、
淀
川
右
岸
流
域
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
、
市
議
会
の
代
表
が

正
式
メ
ン
バ
ー
と
し
て
入
ら
な
い
と

い
う
重
大
な
制
度
上
の
後
退
が
あ
る

の
で
、
同
意
で
き
な
い
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

主
な
質
疑
項
目

○
道
路
上
の
郵
便
差
出
箱
に
対
す
る

占
用
料
徴
収
に
つ
い
て
の
設
置
者

と
の
協
議

○
占
用
料
改
定
に
よ

る
増
収
見
込
額
及

び
郵
便
差
出
箱
等

の
設
置
数
維
持
の

必
要
性

○
エ
ス
コ
タ
ウ
ン
に

設
置
予
定
の
道
路

上
の
駐
輪
施
設
に

係
る
占
用
料
の
見

込
額

○
道
路
上
の
駐
輪
施
設
に
対
す
る
占

用
料
減
額
に
向
け
た
規
則
整
備
の

必
要
性

意
見
の
概
要

条
例
を
改
正
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
今
後
、
規
則
等
も
含
め
て
改
正

し
、
そ
の
内
容
を
示
す
よ
う
に
努
め

ら
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

道路にある郵便差出箱道路にある郵便差出箱
（ポスト）（ポスト）

本会議は、通常年４回（３月、５月、９月、 月）開催しており、どなたで
も傍聴することができます。
議会では、本市のまちづくり、福祉や環境、教育など、市民のみなさんの

生活に直結した様々な問題について、活発な論議を行っています。

◆傍聴するには◆

【本会議】
本会議を傍聴される方は、市役所中層棟５階の傍聴席入口前で、受付カー

ドに住所、氏名を記入し、傍聴してください。
傍聴席は車いす席４席を含めて、 席あります。
なお、傍聴席で手話通訳を希望される方は、事前にお申し込みください。

【委員会】
委員会を傍聴される方は、委員会の開催当

日、市役所中層棟３階の議会事務局で、受付
カードに住所、氏名を記入し、傍聴してくだ
さい。委員会の傍聴は、委員会室等の関係も
あり、６人まで自由にできます。

本会議や委員会開催日などの詳細について
は、市議会事務局までお問い合わせいただく
か、ホームページをご覧ください。

す い た 市 議 会 だ よ り 年（平成 年） 月 日 発行（４）


